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X線天文衛星「すざく」搭載WAM検出器によるFRED型光度変動のエネル
ギー依存性の観測
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ガンマ線バースト（GRB）は、宇宙最大のエネルギー規模をもつ爆発現象として知られる。放射光度からエネ
ルギー源は超新星爆発にともなうブラックホールへの質量降着としてよく、その変動の激しさから、放射領域は
観測者を指向しているジェット中にあり、そのローレンツ因子は数百から千におよぶとする描像が広く受け入れら
れている。しかし、具体的な放射機構や、放射領域の物理状態や数となると、議論が分かれる。従来から、光学
的に薄い領域でのシンクロトロン放射モデルが有力とされてきたが、近年の時分割スペクトルの観測からは、単
純なシンクロトロン放射モデルに疑問も出てきており、コンプトン散乱や黒体放射を含む、多様なモデルの提案
と観測による検討が行われている。
我々は、複雑化してきたこの状況を解き明かす鍵は、時間変動にあると考え、「すざく」衛星に搭載されたWAM

検出器を用い、変動のエネルギー依存性に着目した系統的な解析を行った。WAM検出器は、特に数百～MeV 帯
域での有効面積は GRB観測装置の中でも最大であり、光子統計を生かしたガンマ線バーストの硬Ｘ線スペクト
ル変動の観測に理想的である。観測対象は、スパイクが交錯する複雑なものを避け、単純な fast rise exponential
decay(FRED)型の非対称な光度変動を示すイベントに絞り、時定数のエネルギー依存性について系統的な解析を
行った。その結果、複数のイベントからエネルギーのべき乗に反比例する時定数が得られた。GRB放射モデルか
ら予想されるものと比較しながら議論する。


